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第 23回介護・医療連携推進会議 議事録

【日 時】平成 30年 11月 13日（火） 16：00～17：30 
【場 所】SOMPOケア世田谷 会議室
【参加者】松原 SM、佐藤MS、村上 CM,手塚 CM、田下 LSA、石濱、
     クオール薬局下高井戸店 管理薬剤師 髙杉様、

松原あんしんすこやかセンター 遠藤様

     ヘルパーステーション梅ヶ丘 副部長 広尾様、管理者 川畑様

      議事録 田下 三千雄

1.開会のあいさつ（介護・医療連携推進会議の目的）
別紙開催の目的参照
医療連携推進会議の規定についての説明
２．介護・医療連携推進会議の参加者のご紹介
自己紹介行う。

３．事業所概要
 別紙参照

４．SOMPOケア世田谷 サービス提供情報の報告
 別紙参照 （利用者基本情報、資料 2参照）
・５月～１０月の６か月間の利用者報告

 ・ご利用者 平均年齢 85.7歳
 ・平均介護度 3.4 
 ・訪問とオンコール状況の説明

５. 緩和ケア（オピオイド）セミナー
  講師：クオール薬局下高井戸店 管理薬剤師 髙杉様
・緩和ケアの定期説明

 ・痛みの治療の目標について
 ・ガンと疼痛に対しての内服「オピオイド」について
 ・質疑応答

Q：疼痛で初期ではロキソニンとありましたが癌などでも利用がありますか？
A：痛みの度合いにより初期であれば使用する場合もあります。
Q：在宅では、麻薬製剤を使用し疼痛回避をするのは主流となっていますか？
A：人によりさまざま。麻薬製剤に抵抗がある方もいらっしゃるのでここにより

    違います。Drの考えでも影響が出る事があります。
Q：定期巡回ではいかがですか？
A：パッチタイプ以外は、服薬介助として対応しております。ご本人で管理が出来る

    場合でも対応は致します。Drにより違いはありますが、ご使用する方は増えて
    来ているかと思われます。

６．定期巡回事業説明
・事業内容、サービス内容の説明

  ・救急対応についての説明
  ・実際のご利用者ニーズの説明

７．サービスへの評価・要望・助言・他、質疑応答
Q：連携を高めるコツとしてはいかがですか？
A：ご家族様は、夜間（ご利用者本人様の所）に入っていらっしゃらない事が多い

    夜間に何かあった場合でもご家族、ケアマネージャーへ連絡が必要となるので
    その事を十分注意してご対応しています。

Q：定期巡回で、やむおえなくお受けできないケースを教えて頂きたい？
A：男性、女性など指定される方は、職員配置上、お受けできません。
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１回の訪問で長時間の滞在をご希望されている方については、定期巡回が
短時間複数回訪問が主である為、お受けできない場合があります。他にも

    痰吸引、気管切開をされている方は、ヘルパーで対応が出来ない事をお伝えし
    お受けできないケースとなっております。

Q：定期巡回と他のサービス（デイサービスなどの支援サービス）の利用は多いですか？
A：全体の 30％程、日中にご家族が留守となるご家庭が多いです。
Q：入浴についてはご対応してますか？
A：お受けしておりますが、全体で 40分程の時間までとなります。

    重度の方や住宅事情で入浴が困難な方は、訪問入浴やデイサービスで
    ご対応をして頂いております。
    ご入浴は時間が掛かるケアである為、１回で準備等も含め全てのご対応を
    する事が出来ません。この為、ご家族でのご対応を一部頂いたり、他の定時訪問時へ
    準備などを分割して対応を行っています。

Q：定期巡回は、登録ヘルパーの方もいますか？
A：１ケアの時間を短く設定している為、登録ヘルパーでは、出来高の為
対応が行えなくなります。

    時間拘束パート、常勤の社員でご対応させて頂いております。

７.終わりのあいさつ


